
本号の編集にあたって
植生と土との関わりは，古くは植物生産や水源涵養の観点から主に農学分野で強い関心が持た

れてきました。地盤工学においては主に，植物本体・根群による地表面の保護や表層を拘束する

役割を果たすものとして，法面表層を風化・侵食から保護する植生工がこれまで一般的に利用さ

れてきました。近年では，その保水性から，頻発する短時間，局所的な豪雨による表層崩壊・土

砂災害に対する抑制効果が期待されています。また，従来の機能に加え，これまで見過ごされて

きた機能を活かした植生の新たな利用方法も開発されています。その試みは，寒冷地法面におけ

る凍上対策として，保温性を活かした植生基盤材の利用や，屋上・壁面・人工地盤など都市緑化

による環境負荷軽減，砂漠化問題への対策など多岐にわたり，現在，植生・緑化は今後の地盤工

学において大きな発展が見込まれる研究・開発分野のひとつとなっています。一方で，植生や緑

化の効果・機能をどのように評価するか，定量的な手法の確立が必要とされています。また，外

来種の持込みによる生態系への影響が懸念されるなど，地球環境との調和を見据えた今後のあり

方が問われています。

本号では「植生・緑化と地盤工学の関わり―過去～現在とこれから―」と題し，植生・緑化に

関する研究動向や最新技術，設計や施工における適用状況や取り組み状況，今後の展望について

特集しました。総説では植生・緑化の重要性と役割が，論説では屋上緑化の温熱環境改善効果が

解説されています。また，6 編の報告では，植生による土の補強効果，凍上抑制効果，材質評価，

経年劣化をはじめ，衛星リモートセンシングによる植生分類，海中の緑化の試みに関する最新の

知見が紹介されています。

本特集が会員の皆様にとって有益なものとなり，今後のさらなる技術開発の一助となることを

願うとともに，植生・緑化が地球環境との調和に寄与することを期待しております。
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